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録と狂犬病予防注射を必ず受け
てください。私たち獣医師は、
皆様とともに狂犬病のない社会
を守り続けます。

いまできること

01 狂犬病予防について

　狂犬病とは、感染動物に咬まれたり引っ掻かれ
たりすることで、人間を含む全ての哺乳類が感染
し、発症するとほぼ100％死に至る恐ろしい感染症
です。世界のほとんどの国で今も発生しており、
毎年約５万人が命を落としています。

台湾での問題

　また、国際交流が盛んな現代
では、様々な動物が輸入されて
います。狂犬病ウイルスが日本
に侵入するリスクは常に存在し
ているのです。実際に、長年清
浄国だった台湾では、2013年
に、ペットの犬での感染が52年
ぶりに確認されてしまいまし
た。

　万が一、狂犬病ウイルスが侵
入した場合、愛犬を守るのは予
防注射だけです。そして、
それ
は飼い主やその家族を守ること
に繋がります。
　予防注射は、その効果を維持
するために毎年１回受ける必要
があります。横浜市獣医師会で
は、市と協力し、毎年４月に区
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　日本は、狂犬病予防法による
犬の登録と狂犬病予防注射の義
務付けにより、長年発生がな
く、現在は清浄国とされていま
す。そのため、幸いにも国内で
は人が狂犬病の感染を意識する
ことは少ないですが、それゆえ
に、海外を訪れた際の感染リス
クを認識しづらくなっていま
す。実際に、海外で人が犬に咬
まれて感染し、帰国後に亡くな
る事例が発生しています。海外
では、むやみに犬に近づかない
ようにしましょう。また、動物
に咬まれた際は直ちに現地の医
療機関に相談しましょう。

すぐそこに迫る恐怖

意見広告

役所などを会場として集合注射
を実施しています。また、会員
動物病院では一年を通じて接種
が可能です。接種後は、注射済
票の交付を受け愛犬に装着しま
しょう。
　愛犬の命を守るために、そし
て人と動物が安心して共生でき
る社会を築くために、　犬の登
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